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この単元の学習目標

• 循環器系の疾患をもつ人のPTに必要な、PTの臨

床で出会う主要な疾患に対する運動療法の知識
を身に付けること

１ 心疾患の運動療法の意義が言える

２ 心疾患の運動療法の適応と禁忌が言える

３ 心疾患の運動療法の評価項目が言える
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心臓機能低下の評価軸 キーワード

6



心係数（英: Cardiac index, CI）

• 血行動態（英語版）学的パラメーターの一つ
であり、心拍出量（Cardiac output, CO）と体表
面積（Body surface area, BSA）から、心機能を

個々人の体格に応じて補正して表す指標で
ある。単位は通常 L/min/m2 。
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心係数CIの正常範囲は安静時で 2.3 - 4.2L/min/m2 程度であ
る。これは集中治療、とりわけ心臓集中治療領域において

は頻繁に測定される値である（心不全、心臓手術術後管理、

等）。心臓が拍出した血液量を個々人の体表面積で正
規化することにより心臓のポンプ機能が良好であるがを評

価することが出来る有用な指標である。
CIが 1.8 L/min/m2 以下まで低下した場合は、患者は心原性

ショック（英語版）に陥る可能性がある。



肺動脈楔入圧
pulmonary arterial wedge pressure, PAWP, 

pulmonary artery wedge pressure 
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基準範囲
4.5-13mmHg (臨床検査法提要第32版 p.1574)
正常値は2～15(平均9)mmHg。

臨床徴候との関連

18mmHg以上：肺うっ血
25mmHg以上：肺水腫

スワン-ガンツ・カテーテルで肺動脈の枝を閉塞したときに、そのカテーテル末端
で測定される血圧。

拡張期左室圧を推定できる ← 拡張期には僧帽弁は開放されて

おり、左室圧 = 左房圧 = pulmonary venous bedの圧力
左心系前負荷である左房圧を反映するため、左室の前負荷状態の指標として
有用
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